
みえの安 全 ・安 心 農 業 推 進 研 修 会 開 催 要 領  

～生産現場の想いをどう伝えるか～ 

 

１．趣旨 

近年、安全・安心を確保する取組や環境への負荷軽減は農業生産においてもた

いへん重要となってきており、消費者や実需者においてもそのような取組につい

ての関心は非常に高まっています。 

こうしたことから、県では、県民に信頼され支持される安全で安心な農業生産

の拡大を図るため、平成２１年３月に「みえの安全・安心農業生産推進方針」を

策定し、様々な取組みを行っています。 

今回は、有機農業や環境保全型農業に取り組む生産者の想いを伝えるため、「生

産現場の想いをどう伝えるか」をテーマに研修会を開催します。 

 

２．参集範囲 

農業生産者及び団体、消費者、流通関係者、営農指導員、県市町関係者 等 

 

３．日時  

平成２８年２月３日（水）１３時３０分～１６時３０分 

（１３時００分から受付） 

４．会場  

三重県農業大学校 ２階 大教室（三重県松阪市嬉野川北町５３０） 

 定員 ８０名   

   

５ 内容  

（１）講演 

①「農家の思いを消費者に伝え、消費者の思いを受けとめる場としての 

ファーマーズマーケット」  

講師：よしのたかこ氏 

（オアシス２１オーガニックファーマーズ朝市村主催） 

②「若手有機農業者の想い」 

講師：西川利道氏（県内若手有機農業者） 

  ③「安心安全のお福分け～ＪＡ一志東部いちじく部会の取組み～」 

講師：甚野充範氏（ＪＡ一志東部営農指導課） 

（２）パネルディスカッション 

  「有機農業や環境保全型農業の現場の想いを伝える」 

 

６ 主催 

   三重県 


